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項 目 要  約 

１．研究の概要 放射性廃棄物の減容・有害度低減に貢献するマイナーアクチノイ

ド（ＭＡ）の核変換に関して、高濃度ＭＡ含有に適した窒化物燃料

と乾式処理による核変換専用の燃料サイクルの実現を目指し、安全

性・経済性向上の観点から燃料製造技術、核変換（燃焼）時の燃料

安全性挙動、及び燃料処理技術に関する研究開発を実施し、概念開

発段階から工学規模の原理実証段階に進むための技術的見通しを得

ることを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）燃料製造技術開発

２）燃料安全性挙動評価

３）燃料処理技術開発

２．総合評価 
Ａ

窒化物燃料製造と乾式再処理を組み合わせた燃料サイクル研究

は、加速器駆動型核変換システムによるＭＡの核変換システムを構

築する上で重要であり、実現に向けた新たな基礎的知見が得られて

いることは評価できる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


